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Ⅰ はじめに
大学講義で，漢字指導を行った。読み書きはもとより，筆順に自信の無い学生も多かったの
で，筆順についての大原則や例外，この漢字を元に推測できる例などを指導し，後日，出題範
囲を1年と2年の配当漢字とする読み方・書き取り・筆順の復習テストを行った。その結果，
筆順に関して，学生自身が定着していない場合や，特定の漢字に対する誤答が多く見られた。
そこで，大学生がどの程度漢字の筆順を覚えているのか，その実態を明らかにし今後の講義
に役立てたいことと，また，なぜ漢字の筆順が定着しないのか，稿者の小学校現場での経験等
から漢字指導はどうあるべきなのかを，漢字確認テストの結果から考えていきたい。
Ⅱ テストの内容・実施方法
大学講義で漢字の読み方・書き取り・筆順テストを行った。受講者69名 平均年齢20歳程度。
検査時間20分。
筆順については，稿者の小学校指導経験から筆順指導を行ってきた際に，留意するよう指導
してきた漢字と昭和33年文部省「筆順指導の手びき」（以下「手びき」）を参考に10問を選んだ。
（資料1）
Ⅲ テストの結果と考察
問1「慣」
誤答の1画については，想定通り「小」字形からの混同，2画については「川」との混同と
思われる。
正答 3画 誤答 1画 誤答 2画
73.9％ 14.5％ 11.6％
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問2「必」
筆順の例外的なものとして，指導が行き届いているのだろうか。正答率が高かった。「手び
き」では1画と5画が記載されている。（資料2）
問3「皮」 と 問5「服」
「皮」 「服」
「皮」「服」とどちらも縦画の出題であり，この両問を間違った学生はいなかった。つまり，
どちらかの漢字の基準に合わせての誤答である。
問4「飛」
正答の6画を除くと2画から9画までの誤答があった。この漢字は必と同様筆順の例外が多
くあるためきちんと確認しておく必要がある。5画の誤答は想定していたが，8画9画の誤答
から考えると，この部分は最後に書く習慣が身に付いているものと思われる。
問5「長」
復習テストで出題していたので，前回より若干定着し
ている。（前回は，43/60人 71.7％）
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正答 2画 誤答 3画 誤答 5画 誤答 1画 誤答 4画
78.4％ 10.1％ 5.8％ 4.3％ 1.4％
正答 2画 誤答 1画
60.9％ 39.1％
正答 5画 誤答 6画
62.3％ 37.7％
正答 6画 誤答 5画 誤答 8画 誤答 他
40.6％ 24.6％ 14.5％ 20.3％
正答 2画 誤答 1画
75.4％ 24.6％
問7「初」
「衣偏」の出題である。出題していな
かったが，「示偏」でも縦棒を最後に書
く誤答があると考えられる。
問8「発」
「発頭」の出題である。定着が高かっ
た。しかし，「手びき」では4画目での
誤答があっても正答する場合があるので，
出題としてはふさわしくなかったと思わ
れる。（資料2）
問9「博」
最後に点を付ける学生がほとんどであっ
た。「代」，「式」・「武」や「我」のよう
に最後に点を付ける漢字が多いためその
混同と考えられる。
問10「垂」
予想通りの結果である。誤答のほとん
どが縦画から書いているため5画の誤答
になっている。
Ⅳ 筆順指導はどうあるべきなのか
10問について簡単な考察を行ったが，なぜ筆順の違いが起きるのか。
筆順指導については，是非を含めて既にいくつかの論文や文献等があるが，あらためて確認
をしていきたい。
筆順指導は，先述の「手びき」により始まった。まえがきと本書のねらいと筆順指導の計画
についてを引用する。
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正答 4画 誤答 5画 誤答 3画
62.4％ 27.5％ 10.1％
正答 5画 誤答 4画 誤答 3画
85.6％ 13.0％ 1.4％
正答 9画 誤答12画 誤答他
46.4％ 46.4％ 7.2％
正答 3画 誤答 5画 誤答他
42.0％ 52.2％ 5.8％
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まえがき（前段略）
これに加えて，昭和23年4月に当用漢字字体表が告示されるにおよび，新字体に基づく
筆順等もあって，小中学校の現場におけるこの面の指導は，同一学校，同一学年において
も必ずしも統一されているとは言えない。
このような指導上の不統一は，児童・生徒に対し筆順を軽視せしめる結果となるのみな
らず，教師の漢字指導の効果や能率にも影響するところが大きいと思われる。
文部省においては，この指導上の不統一を解決したいと考え，先に学識経験者，大学教
授，指導主事，現職の学校長，教師の方々十数名にご協力を願って，筆順指導統一に関す
る原案を作成していただいた。（以下略）
本書のねらい（前段略）
筆順は，全体の字形が，じゅうぶんに整った形で表現でき，しかもそれぞれの文字の構
成部分は，一定の順序によって書かれるように整理されていることが，学習指導上効果的
であり，能率的でもある。このことは，このことは，漢字ばかりでなく，かな，ローマ字
等についても同じことが言える。
漢字筆順の現状についてみると，書家の間に行われているものについても，通俗的に一
般社会に行われているものについても，同一文字に2種あるいは3種の筆順が行われてい
る。特に楷書体の筆順についての問題が多い。
このような現状から見て，学校教育における漢字指導の能率を高め，児童生徒が混乱な
く漢字を習得するのに便ならしめるために，教育漢字についての筆順を，できるだけ統一
する目的を以て本書を作成した。（中略）
もちろん，本書に示される筆順は，学習指導上に混乱を来さないようにとの配慮から定
めたものであって，そのことは，ここに取りあげなかった筆順についても，これを誤りと
するものでもなく，また，否定するものでもない。（傍線は二宮）
筆順指導の計画について
このことに関しての，現行の「小学校学習指導要領 国語科編」（昭和26年度改訂版）
の第3章，国語科学習指導の計画の第3節国語能力表の中に，書くことの能力（書き方）
として次のように掲げられている。
第1学年
○ 文字に筆順のあることがわかる（継続学年1－2）
第2学年
○文字の形がだんだん整ってくる（2）
これら資料から考えると，まず，昭和32年まで様々な筆順があり，指導者である教師自身が
自己流の筆順で指導をすると，児童生徒に混乱が生じるだろうし，国の教育としては，いかが
なものかということだろう。
それは，昭和26年度の学習指導要領の能力表に記述されている。第1学年，第2学年で筆順
のあることがわかり，第3学年から第6学年まで継続して，標準的な筆順で書くことができる
ということからわかる。既に筆順指導が盛り込まれている。
そこで，児童生徒に混乱なく漢字をわかりやすく習得させるために筆順の統一が図られた。
ということになる。
そして，見過ごすことのできないのが「ここに取りあげなかった筆順についても，これを誤
りとするものでもなく，また，否定するものでもない。」の部分である。ここが児童側と教師
側で混乱する部分であろう。教師側は「筆順は気にしなくていいからね」という指導は行わな
い。こう言ってしまうと児童は筆順を意識しなくなるだろう。
逆に指導する立場側として筆順はしっかり身に付けておく必要がある。と松本仁志氏は，
「筆順のはなし」で述べている。
では，昭和33年以降，現在までの学習指導要領について，筆順指導はどうなっているのか。
以下，これまでの学習指導要領の指導事項から考えてみる。
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第3学年
○標準的な筆順で書くことができる（3－6）
（以下略）
年度 領域等 指導学年
昭和33年度 A 聞くこと，話すこと，読むこと，書くこと
（書くこと）
第1学年
第2学年
指導事項 第1学年 文字の形に注意し，筆順に従って書くこと。
第2学年 文字の形や筆順に注意して正しく書くこと。
年度 領域等 学年
昭和43年度 C書くこと
（3）書写
第1学年 第3学年
第2学年
指導事項 第1学年 文字の形に注意して，筆順に従ってていねいに書くこと。
第2学年 文字の形に注意して，筆順に従って正しく書くこと。
第3学年 筆順に従って文字を正しく書くこと。
国語能力表では継続学年という形で，全学年に筆順指導は示されていた。しかし，昭和33年
以降，昭和43年と52年の第3学年まで以外は，は第1学年と第2学年の指導である。全学年に
ならなかった経緯については，今後調査を行っていきたい。
学習指導要領だけを見ると，点画の位置，丁寧に正しく筆順通り書くと文字がきれいになる
ということである。筆順は美しい，字形を整えて文字を書く手段ということになる。
しかし，稿者の実践も含め学校現場では，第3学年以降でも新出漢字の指導時には筆順指導
を行っているし，教師用指導書や市販ドリルにも筆順は記載されている。そこには，文字を整
える意識は薄れていると感じられる。
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年度 領域等 学年
昭和52年度 ［言語事項］
（2）書写
第1学年 第3学年
第2学年
指導事項 第1学年 文字の形に注意して，筆順に従って丁寧に書くこと。
第2学年 文字の形に注意して，筆順に従って丁寧に書くこと。
第3学年 筆順に従って文字を正しく書くこと。
年度 領域等 学年
平成元年度 ［言語事項］
（2）書写
第1学年
第2学年
指導事項 第1学年 文字の形に注意して，筆順に従って丁寧に書くこと。
第2学年 文字の形に注意して，筆順に従って丁寧に書くこと。
年度 領域等 学年
平成10年度 ［言語事項］
（2）書写
第1学年及び
第2学年
指導事項 第1学年及び第2学年
点画の長短，接し方や交わり方などに注意して，筆順に従って文字を正しく書く。
年度 領域等 学年
平成20年度 ［伝統的な言語文化と国
語の特質に関する事項］
（2）書写
第1学年及び
第2学年
指導事項 第1学年及び第2学年
点画の長短や方向，接し方や交わり方などに注意して，筆順に従って文字を正しく
書くこと。
年度 領域等 学年
平成29年度 知識及び技能
（3）ウ書写
第1学年及び
第2学年
指導事項 第1学年及び第2学年
点画の書き方や文字の形に注意しながら，筆順に従って丁寧に書くこと。
「書写」指導では，筆順を確認させ，字形を整えて書かせる指導ではあるが，国語科の指導
では単に筆順のみの指導になっている。筆順指導においても国語と書写は，切り離して考える
必要がある。
また，中学校では昭和22年の試案での習字と文字指導しかなく，高等学校の学習指導要領に
は筆順の文言は見られない。
中学校や高等学校では筆順指導はほとんど行わないと思われる。それは，進学に向けた指導
重視で漢字指導に時間を割いていられないということだろう。それは，十分理解できる。
それならば，筆順指導は，学習指導要領に記載されていなくても小学校段階で，きちんと行
わなければいけないだろうし特に，低学年では児童に，根気強く何度も丁寧な指導が求められ
るのではないだろうか。
可能であれば，中学校や高等学校でもこれら筆順の基準を示し，生徒に振り返らせる場面を
少しでもいいので持ってくれると，生徒も思い出すのではないだろうか。（受験問題に筆順は
出題されないと思われるが。）
稿者は，担任を受け持つと漢字指導の最初には以下の指導を行ってきた。
空書き，机書き，指書きそしてスキルへの書き写しでしっかりと筆順を定着させるようにし
てきた。効果的であると考える。
その後は，指導する漢字により，改めて筆順の確認を行ってきた。
例えば第3学年「進」である2学年で「曜」を学習しているので，漢字スキルで確認をし，
「隹」の部分を空書きで再確認させるなどしてきた。
また，筆順の大前提の指導と大きく分けて3つの筆順指導のパターンを指導してきた。
大前提として「大原則」
上から下 左から右 中を貫く縦画や横画は最後
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○漢字には，筆順があります。筆順通り書くと文字は，きれいになります。基本を覚える
と習っていない漢字の筆順もわかります。しっかり覚えましょう。
○1年間，漢字の学習はこのように行っていきます。やり方もしっかり覚えましょう。
○漢字スキルの○ページを開いて下さい。今日の漢字は○です。この漢字を使う言葉を国
語辞典で調べましょう。
○発表して下さい。（3つほど）
○それでは筆順の確認をします。鉛筆を持つ手の人差し指を黒板に向けて下さい。
○黒板に向かって指で書きます。用意。いち に さん・・・
○次は机に指書きします。はじめ。
○次は掌に書きます。はじめ。
○ここで鉛筆を持ちます。漢字スキルに書きましょう。
○最後です。この漢字を使った簡単な文をノートに書きましょう。
①一つの漢字から関連付けて指導
例えば「正」を覚えておくと「上」「下」「止」の筆順も理解しやすいと指導する。
これは「手びき」の特に注意すべき筆順に記載されている。手びきの場合は「止」「正」「足」
「走」「武」である。
筆順の異なる漢字の意識付け
②例えば「左」「右」，「金」と「全」，「角」「通」等は形は似ているが，筆順が違う指導をし
ておくと気づく児童や学生も増えるのではないか。
③似た字形の関連付け
また，「乗」から「垂」や「郵」など関連付けて指導し定着させる。
これは，字形を整えるためではなく，筆順を身に付けさせる指導である。国語と書写の筆順
指導を切り離し，このような指導を通し，少しでも正しい筆順を身に付けさせることも大切で
はないだろうか。
Ⅳ おわりに
学校のテストに出るから筆順を学習するという児童も存在するということが，松本一仁氏の
「筆順のはなし」に記載されている。以下引用する。
今回，問題として出題した10問も筆者の経験則でのものであり，適切だったのかは疑問が残
る。
しかし，小学校教員のみならず，学校現場で働く私たちや，これから教員を目指す学生は，
手本として，正しい漢字の筆順を身に付けておく必要があると思う。
筆順の指導に関しては，今後，漢字圏の筆順や毛筆での筆順等，先行文献を多数収集し整理
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皆さんの身近に小学生がいたら，「筆順を学習する理由」をそれとなく聞いてみてくだ
さい。私も機会あるごとに聞いてみるのですが，返答が次のアイウの理由の中に一つ集中
する傾向があります。どれでしょう。
ア 漢字を覚えるのに便利だから
イ 漢字が書きやすくなるから
ウ テストに出るから
答えはウです。特に高学年の児童に顕著で，判で押したように「テストに出るから」と
答えます。さらに付け加えてこんなことを言ったりもします。「テスト以外では自分の筆
順で書いてるよ」と。残念ですが，この事実は，筆順の有効性を子どもができていない言
う点で，筆順指導の敗北を意味します。
をしながら，小学校現場での指導法や学生指導に有効な教授方法を探っていきたい。
松本氏が指摘する小学生が多数いるかもしれない。しかし，私たちはそうならないよう筆順
を意識して文字を書き，意識して指導していくことが必要である。児童に敗北しないために。
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資料1 筆順テスト
